
久
高
島
の
イ
ザ
イ
ホ
!
の
母
胎

は
じ
め
に

、‘.，，
-
E
E
A
 

J

，‘、

本
論
の
ね
ら
い
沖
縄
黒
久
高
島
で
は
旧
騨

J

グ
ワ

i
小
と
も
)
が
輪
り
行
わ
れ
る
。

本
論
は
、
ま
ず
、
こ
の
出
現
行
の
ブ
バ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
と
も
)
の
次
第

〈
儀
礼
)
と
そ
こ
で
う
た
わ
れ
る
神
歌
〈
テ
イ
ル
ル
)
を
記
述
し
、
そ
の
祭
記
附
い

界
が
次
の
諸
要
素
・
主
題
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
〈

a)

タ
キ
マ

l
f

ウ
ヲ
ヰ

崩
麟
り
(
御
嵐
滋
持
)
を
し
て
鐸
巌
の
藷
葵
な
ど
を
掃
除
し
、
藷
葵
の
葉
を
重
用

し、

(
b
)

二
一
ブ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
が
船
に
乗
っ
て
・
来
訪
し
、
〈
C
〉
年
末
に
一
年

、、〆リ
(
J
f
〕
ガ

7
1ウ
ガ
/
ブ
ド
ウ

開
の
折
瀬
の
結
び
{
立
て
御
願
が
叶
え
ら
れ
た
と
い
う
感
謝
、
御
願
解
き
)
を

し、

(d)
首
mu
王
府
の
神
の
烏
の

J

般
神
'K組
織
を
再
縦
し
、
〈
と
詩
歌
が
首

呈
王
山
間
を
志
向
し
、

(f)
ス
ク
の
大
漁
祈
願
を
し
て
い
る
。

次
い
で
、
回
現
行
の
フ
バ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

I
小
〉
以
前
に
凶
「
か
つ
て
の
フ

パ
ワ
ク
い
が
あ
り
、
ぞ
れ
が
右
の
諸
要
家
'
主
題
の
能
に
、

(
d
〉
に
さ
ら
に
首

ヰ
コ
ヱ
オ
オ
ぞ
ミ

思
王
府
の
最
高
神
k
e
開
得
大
詰
に
仕
え
る
ナ
ン
チ
ュ
の
成
単
式
〈
イ
ザ
イ
ホ
!

の
説
身
)
も
あ
っ
た
こ
と
壱
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
同
「
か
つ
て
の
ブ
パ
ワ

ク
」
を
母
船
・
相
塑
に
し
て
、
制
イ
ザ
イ
ホ
!
と
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ケ
〈
イ
ザ
イ

ホ
!
小
)
が
誕
生
し
た
こ
と
を
開
明
ら
か
に
す
る
。

開
解
す
る
樹
立
上
、
祭
和
名
に
同

i
川
向
の
番
号
を
付
し
、
祭
り
の
要
素
・
主
頴

に

(
a
〉
1
(
f
)
の
符
号
を
付
し
た
。
な
お
、
川
が
な
い
の
は
、
凶
「
か
つ
て
の

一
月
に
ブ
バ
ワ
ク

(
イ
ザ
イ
ホ

フ
パ
ワ
ク
」

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら

畠

篤

山

「
は
じ
め
の
フ
パ
ワ
ク
」
が
あ
っ
た

と
想
定
し

お
の
祭
り
の
形
成
過
程
の
仮
泊
を
凶
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

: (りはじめのフパワク

ク…ワ一
f

、.l
l

v

，，r
一

ブ
一の?

に

;

つ

…

一

五

…

i
e守
一
ァ
、

カ

Z

列刊

J
i

(

ザ

(関
1
1

関 l イザイホーの形成渦程

つω

現
行
の
フ
バ
ワ
ク
の
次
第
の
一
覧

現
行
の
フ
バ
ワ
ク
の
次
第
の
一
覧
綱
九
八
一
二
年
(
昭
和
五
八
)
の
川
現
行
の

ゲ
ワ

フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ
i
小
〉
を
報
告
し
た
比
嘉
藤
雄
(
.
九
九
一
一

Ja
、
四
五
一

1
間
七

O
珂
)
と
、
こ
の
前
後
の
筆
者
の
調
資
を
も
と
む
し
て
、
同
現
行
の
ブ
パ

リ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
の
次
第
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
.
覧
表
に
な
る
(
表
1
1
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->  月
日
日 日

午 早
時

前 朝

「←ー 卜一一一一一一

アグ
神

道中 道中 道中
外殿間

道中 道中 ス

女神 蒲葵御巌
上

ス

掃除役

両 ~、 外間

屋原森

J、ミ J、ミ ノ

獄ル 道
巌

ロ
殿内

ノ 場
獄 た

殿内
口

ち
殿内、、J〆

道卜
所

船事儀
祈願 ア 名一百 フウ 祈願

徳井 島
祈願 掃除 掃除 掃除 女神

掃除役

量
グ り
jレ の / の の 前
巌

遥拝 ア を
竜事 集メ口込 次の イ

拝遥
の 拝

遥拝
IlJ 

交持式
み

の を
酒神

遥持 遥拝
〆'司、
一一 ゐ

、、d〆

、~ 第

トー

フ
1'¥ 
ワ
ク

神の
ア
イ

jレ
jレ

歌

( 2) 

表

現
行
の
フ
バ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ
l
小
)

の
次
第
の

覧
表



久高烏のイザイホーの母胎(3) 

一一日

H

午円
f

朝

繍
葵
御
撤

〔
掃
除
役
の
交
替
式
〈
A

A

)

)

〔
い
仰
除
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル
〕

退
役

外
聞
出
殿

カ
チ
ャ

i
シ
i

各
戸

祭
料
の
徴
収

t愛

〈
掃
除
役
〉の

ふ
畏

藷
葵
の
葉
の
採
取

朝

大
型
家
の
磁

ウ
ブ
ン
ヂ
ィ
山

御
殿
庭

樽
真
神
柑
量
り
・
拝
み
御
潤

〈
神
女
た
ち
〉

ン
ジ
ャ
ナ
山

船
漕
ぎ
犠
礼

ク
ン
ブ
チ
山

船
漕
ぎ
犠
礼

ウ
ブ
ン
ヂ
ィ
山

船
漕
ぎ
犠
礼

ブ
パ
ワ
ク
の
テ
ィ

蒲
葵
御
撤

御
殿
踏

ス
ク
の
大
漁
祈
願

〔
掃
除
役
の
交
替
式
(
一
)
(
二
)
〕
は
、
子
・
卯
・
午
・
酉

《
》
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一
日
自
の
午
前
の
次
第
一
日
自
の
船
漕
ぎ
議
礼
、
フ
パ
ワ
ク
の
テ
イ
ル
ん

な
お
、
一
日
日
の
午
前
の
次
第
、
ベ
ロ
日
の
船
漕
ぎ
犠
礼
、
フ
パ
ワ
ク
の
テ
イ

ル
ル
に
つ
い
て
は
、
畠
山
篤
〈
一

J
O
O
五
三
に
述
べ
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た

掃
除
役
の
交
替
式
合
一
)

掃
除
役
の
交
替
式
〈
ニ
)
婦
除
役
の
交
替
す
る
年
(
子
・
卯
・
午
・
同
の
歳
)

ク
ボ
!
ウ
タ
キ

に
は
、
朝
の

(
d
〉
婦
験
役
の
交
替
式
(
一
)
に
引
き
続
き
葎
英
御
撤
で
も
改
め

て
〈
d
)
掃
除
役
の
交
替
式
(
一
一
)
を
執
り
行
う
。

早
朝
に
用
意
さ
れ
た
持
椅
(
神
銀
)
を
神
前
に
供
え
、
外
間
ノ
ロ
の
司
祭
の
も

と
で
イ
ビ
の
前
に
新
旧
の
婦
除
役
が
整
列
し
、
祈
願
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
神
女
た

ち
全
員
が
「
掃
験
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル
」
を
う
た
う
。
う
た
い
終
わ
る
と
、

神
女
た
ち
に
神
酒
(
神
様
)
が
下
さ
れ
る
。
そ
の
機
持
は
新
掃
除
役
が
し
、
出
掛

タ

除
役
は
こ
の
時
か
ら
兄
ヤ
ジ
ク
(
シ
ュ
リ
ユ
リ
連
〉
に
昇
任
し
て
神
女
た
ち
の
末

席
に
度
り
、
接
待
さ
れ
る
。

ラ
ヰ

こ
の
儀
礼
の
前
の
ヤ
グ
ル
織
に
お
け
る
船
糟
ぎ
儀
礼
で
就
に
〈
b
)
ニ
ラ
イ
カ

ナ
イ
の
神
々
を
追
え
て
い
る
の
で
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
挿
々
が
こ
の
掃
除
役
の
交

轄
式
(
ニ
〉
に
臨
席
し
て
い
る
と
と
に
な
る
。

と
の
犠
礼
を
も
っ
て
〈
d
〉
新
掃
除
役
は
こ
れ
か
ら
三
年
間
、
型
地
の
帰
験
や

祭
り
の
雑
用
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
旧
同
僚
除
役
は
兄
ヤ
ジ
ケ
に
昇
付
枕
す
る
。

シ
ュ
リ
ヰ
リ
違
の
名
鶴
掃
除
役
を
終
え
た
者
を
加
に
シ
ュ
リ
江
リ
世
と
か
シ

ユ
ワ
ユ
リ
!
と
か
い
う
。
シ
ュ
リ
と
は
滞
葵
の
葉
の
棒
を
か
け
た
「
袖
」
の
と
と

で
あ
り
、
同
時
に
禅
が
け
を
し
て
年
中
行
事
の
ド
輔
さ
を
す
る
こ
と
も
意
味
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
ユ
リ
は
そ
の
婚
を
「
緩
め
る
ヘ
取
る
義
で
、
下
糊
き
を
終
え

る
こ
と
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
し
て
掃
除
役
〈
弟
ヤ
ジ
ク
)
が
シ
ュ
ワ
ユ
リ
連
・

シ
ュ
リ
ユ
ワ
ー
に
持
在
す
る
こ
と
を
、
「
シ
ュ
リ
ユ
サ
テ
ィ
、
ヤ
ジ
ク
ニ
ナ
凡
〈
袖

が
緩
ん
で
、
兄
ヤ
ジ
ク
に
な
る
)

と
い
っ
て
い
る

四

捕
除
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル

掃
除
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル
次
に
、
こ
の
「
補
除
役
の
交
替
式
の
一
ア
f
ル

ル
し
を
上
げ
る
。
こ
の
神
歌
の
曲
は
「
イ
ザ
イ
ホ

i
の
花
テ
イ
ル
ル
」
と
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
本
文
と
共
通
語
訳
は
、
筆
者
が
神
女
の
西
錦
、
ン
ズ
刀
円
か
ら
開
い
た

も
の
で
あ
る
。

(
神
銀
)
を

別
〈
神
棋
)
を

ノ
ロ
の
ヤ
ジ
ク
に
な
り
ま
し
た

閣
制
何
十
八
什
れ
の
ナ
ン
チ
ュ
に
な
り
ま
し
た

こ
の
神
歌
は
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
と
神
酒
を
共
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(
d
)
掃
除
役
が

yノ
口
ヤ
ジ
ク
ヘ
す
な
わ
ち
ノ
ロ
に
仕
え
る
ヤ
ジ
ク
に
な
っ
た

ヰ
ゴ
ヱ
オ
オ
ギ
…
、

と
い
い
、
ナ
ン
チ
ュ
が
-
君
ナ
ン
チ
ュ
¥
す
な
わ
ち
間
得
大
設
に
仕
え
る
ナ
ン

チ
ュ
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
補
除
役
(
弟
ヤ
ジ
ク
)
辻
ノ
口
の

強
い
管
轄
下
の
も
と
で
本
格
的
に
鍛
り
の
ド
機
意
に
従
事
す
る
の
で
、
掃
除
役
を

ノ
ロ
ヤ
ジ
ク
だ
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
ン
チ
ュ
詰
問
得
大
狩
に
か
ゆ
仕
す
る
神

'Kだ
と
い
っ
て
い
る
。

ヤ
ジ
ク
へ
の
昇
任
式

タ
キ
ガ
マ
ヱ

戴
い
て

戴
い
て

ウ
サ
ガ
テ
ィ

ウ
サ
ガ
テ
ィ

イ
ピ
ガ
マ
エ

ノ
口
ヤ
ジ
ケ

イ
ピ

ナ
イ
ゼ
夕
、
/

i
 

曹
&

H
H
V
 

チ
ミ
ナ
ン
チ
ュ

ナ
イ
ピ
夕
、
/

Q
M
 

ハU

「
ノ
ロ
ヤ
ジ
ク

ヤ
ジ
ク
に
な
り
ま
し
た
ど
と
い
う
表
現
は
、
川
現
行
の
ブ
バ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ

ホ
i
小
)
で
ナ
ン
チ
ュ
が
イ
ピ
の
前
の
神
桝
(
神
鎖
)
を
戴
く
こ
と
で
鮒
除
役
、

す
な
わ
ち
弟
ヤ
ジ
ク
に
昇
任
す
る
儀
礼
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
婦
掠

役
の
交
評
式
は
ナ
ン
チ
ュ
の
弟
ヤ
ジ
ケ
へ
の
界
在
式
で
も
あ
る
。

「
か
つ
て
の
フ
バ
ワ
ク
い
で
の
ナ
ン
チ
ュ
の
成
霊
式
こ
れ
に
対
し
て
、
四
の

「
チ
ミ
ナ
ン
チ
ュ
ナ
イ
ピ
夕
、
/
(
開
得
大
岩
の
ナ
ン
チ
ュ
に
な
り
ま
し
た
〉
」
と

(
イ
ザ
イ
ホ
!
小
)
で
は

神
歌
の
一
一
。
の

ナ
イ
ピ
夕
、
/

〈
ノ
ロ
の

い
う
表
現
は
、

王
府
瓦
解
以
後
の

フ
パ
ワ
ク
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ナ
ン
チ
ュ
が
不
在
な
の
で
対
応
す
る
儀
礼
が
な
い
。
そ
こ
で
前
述
し
た
よ
う
に
、

王
府
瓦
解
以
前
の
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

l
小
)
を
想
定
し
て
み
る

と
、
ナ
ン
チ
ュ
が
聞
得
大
君
に
従
っ
て
参
列
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
詞
章
と
対
応

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
王
府
瓦
解
以
前
の
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ
l
小
)
で
あ
っ

て
も
、
イ
ビ
の
前
の
神
酒
(
神
鎮
)
を
戴
く
こ
と
で
ナ
ン
チ
ュ
に
な
る
、
す
な
わ

ち
神
女
に
な
る
と
い
う
儀
礼
は
、
想
定
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ナ
ン
チ
ュ
に

な
る
儀
礼
は
、
玉
府
の
瓦
解
以
前
、
以
後
を
問
わ
ず
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ

イ
ホ

l
小
)
に
は
な
く
、
凶
イ
ザ
イ
ホ

l
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
君

キ
コ
エ
オ
オ
ギ
三

ナ
ン
チ
ユ
(
聞
得
大
君
の
ナ
ン
チ
ユ
)
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
表
現
は
、
凶
イ

ザ
イ
ホ
!
と
対
応
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
阻
僻
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
儀
礼

の
あ
り
様
が
神
歌
に
痕
跡
と
し
て
残
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同

現
行
の
フ
バ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

l
小
)
以
前
に
凶
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」
が
あ

り
、
そ
の
掃
除
役
の
交
替
式
に
お
い
て

(d)
ナ
ン
チ
ュ
の
弟
ヤ
ジ
ク
へ
の
昇
任

式
と

(
d
)
聞
得
大
君
に
住
え
る
ナ
ン
チ
ユ
の
成
亙
式
(
イ
ザ
イ
ホ

l
の
前
身
)

を
同
時
に
執
り
行
っ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
神
歌
は
子
・

卯
・
午
・
酉
の
歳
に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
三
歳
刻
み
の
年
に
一
一
.
年
前

の
凶
「
か
つ
て
の
フ
バ
ワ
ク
」
で
成
亙
式
を
上
げ
た
ナ
ン
チ
ュ
が
弟
ヤ
ジ
ク
(
掃

除
役
)
に
昇
任
し
、
新
た
に
ナ
ン
チ
ュ
が
成
亙
式
を
上
げ
た
、
と
想
定
さ
れ
る
。

君
ナ
ン
チ
ュ
の
名
義
で
は
、
な
ぜ
ナ
ン
チ
ュ
を
「
君
ナ
ン
チ
ユ
(
聞
得
大
君

の
ナ
ン
チ
ユ
)
」
と
称
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

(

e

)

ナ
ン
チ
ュ
が
文
字
ど

お
り
聞
得
大
君
に
だ
け
奉
仕
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
神
女
だ
っ
た
か
ら
で
は
な

か
ろ
う
か
。

現
行
の
年
中
行
事
で
ナ
ン
チ
ュ
が
参
列
す
る
祭
り
は
、
一
月
の
ピ

l
マ
ッ
テ
ィ

(
火
祭
り
の
お
願
立
て
)
と
一
二
月
の
ピ

l
マ
ッ
テ
ィ
(
火
祭
り
の
感
謝
祭
)
、
な

ら
び
に
八
月
の
ヨ

l
カ
日
(
女
性
の
祝
い
)
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
祭
り

は
、
島
の
女
性
が
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
《
」
つ
の
ピ

l
マ
ッ
テ
ィ
(
火
祭
り
)
は
毎
日
の
食
事
に
欠
か
せ
な
い
火
を
管

理
す
る
女
た
ち
の
祭
り
で
あ
り
、
ヨ

l
カ
日
は
女
性
の
祝
い
で
あ
る
。
こ
の
三
つ

の
祭
り
は
神
女
だ
か
ら
参
列
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
一
人
前
の
女
性
だ
か
ら
参
列

す
る
と
い
う
性
格
が
強
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
三
つ
の
祭
り
で
着
る
女
性
た
ち
の

衣
裳
は
、
い
つ
も
の
白
い
神
衣
裳
で
は
な
く
、
紺
地
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ナ
ン
チ
ュ
に
対
し
て
、
ヤ
ジ
ク
(
弟
ヤ
ジ
ク
・
兄
ヤ
ジ
ク
)
、
ウ

ン
サ
ケ
、
タ
ム
ト
ゥ
は
タ
マ
ガ
エ
!
と
総
称
さ
れ
、
両
ノ
口
に
従
っ
て
各
種
の
年

中
行
事
に
白
い
神
衣
裳
を
着
て
幅
広
く
参
列
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
の
ナ
ン
チ
ュ
は
シ
マ
共
同
体
の
祭
り
に
お
い
て
神
女
と
し

て
本
格
的
に
立
ち
働
く
前
の
予
備
的
な
位
置
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
王

府
瓦
解
以
後
に
は
ナ
ン
チ
ュ
に
ほ
と
ん
ど
役
割
が
な
い
の
で
、
そ
の
存
在
意
義
が

ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
王
府
が
瓦
解
す
る
以
前
に
は
国
王
(
あ
る
い
は
そ
の
代
理
人
)
、
聞

得
大
打
、
そ
の
他
の
高
級
神
女
が
定
期
的
に
久
高
島
を
訪
れ
、
祭
り
に
参
列
し
て

い
る
。
ま
た
、
聞
得
大
君
の
成
一
品
式
・
御
新
下
り
で
は
外
間
ノ
口
以
下
の
久
高
島

セ
ー
ソ
ァ
l
ウ
タ
キ

の
神
女
が
渡
海
し
て
対
岸
の
祭
場
・
斎
場
御
嶺
に
行
き
、
聞
得
大
君
に
神
名
を
授

け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
王
府
関
連
の
祭
り
の
時
に
タ
マ
ガ
エ
ー
た
ち
は
も
と
よ

り
ナ
ン
チ
ュ
た
ち
も
召
集
さ
れ
、
一
般
神
女
と
し
て
聞
得
大
君
に
奉
仕
し
た
、
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
府
瓦
解
以
前
に
は
聞
得
大
君
に
奉
仕
す
る
神
女
と

し
て
、
タ
マ
ガ
エ

l
の
み
な
ら
ず
ナ
ン
チ
ユ
が
と
く
に
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
ナ
ン
チ
ュ
は
正
に
聞
得
大
君
に
奉
仕
す
る
た
め
に
だ
け
設
け
ら
れ
た
神
役

だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、

(

e

)

ナ
ン
チ
ュ
を
「
君
(
聞
得
大
君
)
ナ
ン

チ
ユ
」
と
称
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
「
君
ナ
ン
チ
ユ
」
が
い
る
儀
礼
に
は
決

ま
っ
て
聞
得
大
君
が
参
列
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
午
歳
の
ナ
ン
チ
ュ
の
成
亙
式
で
あ
る
凶
イ
ザ
イ
ホ

l
に
聞
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得
大
君
が
参
列
し
、
ま
た
子
・
卯
・
午
・
闘
の
識
の
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ

イ
ホ
!
小
)
と
凶
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」
で
「
君
ナ
ン
チ
ュ
に
な
り
ま
し

た
」
と
神
歌
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
儀
礼
に
も
間
得
大
君
が
参
列
し

て
い
た
、
と
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
さ
ら
た
前
述
し
た
よ
う
に
、
持
年
の
回
現
行

の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
で
う
た
う
「
ブ
パ
ワ
ケ
の
テ
イ
ル
ル
」

B
に
ノ

ロ
が
「
ナ
ン
チ
ュ
ピ
イ
チ
〈
ナ
ン
チ
ユ
後
引
き
連
れ
ど
と
い
う
一
節
が
あ
る
の

で
、
王
府
一
瓦
解
以
前
に
泣
毎
年
の
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
小
)
に
も

開
得
太
君
が
参
列
し
て
い
た
、
と
想
定
で
き
る
。
結
局
、
開
得
大
君
は
午
議
の
凶

イ
ザ
イ
ホ
ー
は
も
と
よ
り
、
毎
年
の
川
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
小
)
、

そ
し
て
子
・
卯
・
午
・
醒
の
歳
〈
あ
る
い
は
毎
年
)
の
凶
「
か
つ
て
の
ブ
パ
ワ

ク
」
に
参
列
し
て
い
た
、
と
想
定
で
き
る
。

た
だ
し
、
卯
識
の
同
現
行
の
フ
バ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ
!
小
〉
で
最
後
の
五
名
の

ナ
ン
チ
ュ
が
婦
除
役
〈
弟
ヤ
ジ
ク
)
に
昇
任
す
る
の
で
、
そ
れ
以
後
の
一
ベ
一
年
間

〈
民
・
巳
・
午
の
議
)
は
ナ
ン
チ
ュ
が
不
在
と
な
る
〈
後
述
ー
し
た
が
っ
て
、
こ

の
で
一
年
間
だ
け
は
「
君
ナ
ン
チ
ユ
」
が
不
在
な
犠
礼
で
あ
っ
て
も
関
得
大
君
が
券

列
す
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ザ
イ
ホ

l
小
の
由
来
こ
の
よ
う
に
、
「
補
陣
締
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル
」

は
、
川
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」
で
ナ
ン
チ
ュ
の
成
産
式
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
の
前

身
)
を
も
M

併
せ
て
執
り
行
っ
て
い
た
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
同
現
作
の
フ
パ
ワ
ク

を
「
イ
ザ
イ
ホ
!
小
」
と
も
称
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
と

凶
イ
ザ
イ
ホ
!
の
母
胎
・
視
塑
で
あ
る
川
「
か
つ
て
の
フ
バ
ワ
ク
」
で
ナ
ン
チ
ュ

の
成
原
式
(
イ
ザ
イ
ホ

i
の
前
身
)
を
も
執
り
行
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う

ふ
M

「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
い
に
お
け
る
王
府
の
神
の
島
の
一
般
持
女
組
織
の
再
編

す
な
わ
ち
、
子
・
卯
・
午
・
酉
の
歳
に
執
り
行
わ
れ
た
凶
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ

ク
」
は
、
〈
b
)
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
か
ら
神
々
栓
迎
え
、
〈
d
)
ナ
ン
チ
ュ
を
関
得
大

君
に
仕
え
る
神
女
と
し
て
認
定
し
、
既
H
L

三
年
前
に
ナ
ン
チ
ュ
に
な
っ
た
者
を
弟

〈
婦
除
役
)
と
し
て
昇
任
さ
せ
、
弟
ヤ
ジ
ク
(
掃
除
役
)
を
け
沌
ヤ
ジ
ク

〈
シ
ュ
リ
ユ
リ
違
)
と
し
て
昇
任
さ
せ
、
そ
し
て
子
・
卯
・
午
・
阿
の
歳
に
か
ぎ

ら
ず
部
年
、
七

O
議
に
な
っ
た
タ
ム
ト
ゥ
を
引
沿
さ
せ
る
と
い
う
、
主
府
の
持
の

品
の
一
般
神
女
組
織
の
再
編
を
ね
ら
い
と
し
た
犠
礼
だ
っ
た
、
と
想
定
で
き
る
。

イ
ザ
イ
ホ
ー
と
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
の
分
離
そ
し
て
そ
の
後
に
、
王
府
の
宗
教

政
策
の
拡
充
に
呼
応
し
、
こ
の
間
「
か
つ
て
の
ブ
バ
ワ
ケ
〕
を
母
胎
・
能
型
に
し

て
ナ
ン
チ
ュ
の
成
一
段
式
(
イ
ザ
イ
ホ
!
の
前
身
)
だ
け
を

.. 一
年
に
.
度
(
午

歳
)
、
執
り
行
う
同
イ
ザ
イ
ホ

i
と
し
て
分
離
・
強
立
さ
せ
、
経
厳
化
し
た
、
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
ナ
ン
チ
ュ
の
人
員
を
四
倍
〈
五
名
×
四
H
て

O
名
)

に
し
て
王
府
の
持
の
島
の
一
般
神
女
組
織
を
拡
大
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
一
二
年
毎
に
ナ
ン
チ
ュ
の
五
名
が
円
掃
除
役
と
し
て
昇
任
す
る
の
で
、
イ
ザ
イ
ホ

ー
を
執
り
行
っ
た
午
歳
以
後
の
三
年
間
(
未
・
申
・
酉
の
蹴
)
の
ナ
ン
チ
ュ
は
一

五
名
、
回
選
以
後
の
一
一
一
年
間
〈
戊
・
亥
・
予
の
歳
)
の
ナ
ン
チ
ュ
は
一

O
名
、
子

議
以
後
の
一
一
色
=
関
〈
珪
・
実
・
卯
の
歳
)
の
ナ
ン
チ
ュ
法
五
名
、
卯
議
以
後
の
一
一
一

年
間
〈
辰
・
日
・
午
の
議
〉
の
ナ
ン
チ
ュ
は
不
慌
に
な
る
。

こ
の
時
、
ナ
ン
チ
ュ
の
成
以
式
に
関
わ
る
持
歌
も
何
イ
ザ
イ
ホ
!
の
神
歌
と
し

て
分
離
し
、
佐
厳
化
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
ナ
ン
チ
ュ
の
成
一
紘
一
式
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
の
前
身
)
を
除
い
た
凶
「
か
つ

て
の
ブ
パ
ワ
ク
」
が
そ
の
ま
ま
同
現
行
の
フ
バ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
小
)
と
し
て

温
存
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
、
か
つ
て
の
ナ
ン
チ
ュ
の
成
温

式
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
の
前
身
)
に
関
わ
る
「
掃
除
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル
」
の
一

節
{
捌
)
が
、
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ケ
〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
に
伐
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

ヤ
ジ
ク
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曲
の
一
致
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
「
掃
除
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル
」
の

曲
が
「
イ
ザ
イ
ホ
!
の
一
月
テ
イ
ル
ル
」
と
一
致
す
る
こ
と
も
、
同
「
か
つ
て
の
フ

パ
ワ
ケ
」
で
う
た
わ
れ
て
い
た
神
歌
が
凶
イ
ザ
イ
ホ
!
と
出
現
行
の
フ
バ
ワ
ク

(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
に
分
離
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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神
歌
の
一
節
〈
四
〉
が
温
持
さ
れ
た
帯
情
で
は
、
な
ぜ
ナ
ン
チ
ュ

〈
イ
ザ
イ
ホ
!
の
前
身
〉
に
関
わ
る
「
掃
除
役
の
い
父
替
式
の
テ
イ
ル
ル

〈
間
〉
が
、
子
・
卯
・
午
・
晋
の
歳
の
出
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i

に
痕
跡
と
し
て
楓
存
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
王
府
瓦
解
以
前
の
一

卯
・
午
・
闘
の
歳
の
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

l
小
)
に
ナ
ン
チ
ュ
μ

得
大
君
に
従
っ
て
参
列
し
、
神
話
の
神
酒
(
神
鰻
)
を
戴
い
た
か
ら
で
・
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
ナ
ン
チ
ュ
は
神
前
の
神
酒
を
戴
活
、
改
め
て
ナ
ン
チ
ュ
で
あ
る
こ
と

を
再
認
定
さ
れ
た
と
拡
大
解
釈
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
と
類
似
し
た
事
情
が
こ
の
神
歌
の
一
節
〈
三
〉
に
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
一
節
〈
三
〉
は
ナ
ン
チ
ュ
が
イ
ピ
の
前
の
神
淵
(
神
餓
)
を
戴
く
こ
と
で
弟

ヤ
ジ
ク
〈
掃
除
役
〉
に
昇
任
す
る
議
札
と
対
ん
め
し
て
い
る
も
の
の
、
続
記
一
一
一
年
前

あ
る
い
は
六
年
前
に
弟
ヤ
ジ
ク
に
昇
任
し
た
神
女
も
神
前
の
神
酒
を
戴
い
て
い
る

の
で
、
彼
女
た
ち
も
改
め
て
ヤ
ジ
ク
で
あ
る
こ
と
を
再
認
定
さ
れ
た
、
と
考
え
ら

れ
る
。

の
ぬ
節

こ
の
よ
う
な
神
女
の
再
認
定
法
同
イ
ザ
イ
ホ
ー
に
お
い
て
も
見
ち
れ
る
。
す
な

シ

ェ

チ

キ

わ
ち
、
何
イ
ザ
イ
ホ
!
の
一
一
一
日
目
の
ス
ジ
付
け
と
米
付
け
に
お
い
て
一
ニ
年
揺
に

一
度
ナ
ン
チ
ュ
と
認
定
さ
れ
た
神
女
〈
ヤ
ジ
ク
〉
が
、
次
の
凶
イ
ザ
イ
ホ
!
で
も

同
じ
犠
礼
で
神
女
と
し
て
再
認
定
さ
れ
て
い
る
。

神
歌
は
古
式
を
噂
壊
し
て
栂
日
開
に
変
え
が
た
い
も
の
な
の
で
、
こ
の
再
認
定
の

考
え
方
に
よ
っ
て
拡
大
解
釈
し
、
子
・
卯
・
午
・
問
の
歳
の
凶
ー
か
つ
て
の
フ
パ

ワ
ク
い
の
神
歌
を
温
存
し
、
転
用
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

王
府
の
神
の
島
の
神
女
こ
う
し
て
み
る
と
、
凶
イ
ザ
イ
ホ

l
の
神
歌
に
は
ナ

ン
チ
ュ
が
開
得
大
君
に
仕
え
る
神
女
だ
と
明
言
す
る
用
例
が
と
く
に
な
か
っ
た
の

に
対
し
て
、
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
の
神
歌
(
掃
除
役
の
交
替

式
の
テ
イ
ル
ル
)
の
方
に
〈

e
〉
「
君
ナ
ン
チ
ユ
(
開
得
大
君
に
仕
え
る
ナ
ン
チ

ユ
〉
」
の
用
例
が
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
凶
「
か
つ
て
の
ブ
パ
ワ
ク
」
の
な
か
に
イ
ザ
イ
ホ
!
の
前
身
が
あ
り
、

こ
の
同
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」
に
も
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク

に
も
、
王
府
の
神
の
畠
の
持
女
、
だ
と
い
う
意
識
が
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
出
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」
で
二
一
年
刻
み
で
君
ナ
ン
チ
ュ

が
認
定
さ
れ
、
そ
の
後
に
三
年
×
問
者
一
二
年
に
.
度
(
午
議
)
、
制
イ
ザ
イ
ホ

ー
で
ナ
ン
チ
ュ
が
認
定
さ
れ
、
ま
た
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
で

.
一
一
年
刻
み
で
掃
時
役
が
交
替
す
る
の
も
開
得
大
討
に
仕
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
と
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
王
仰
の
神
の
島
の
神
女
の
仕
事
が
一
一
一
年

刻

み

に

な

っ

て

お

り

、

五

ど

お

り

に

な

っ

て

い

る

の

も

、

よ

く

理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

(
イ
ザ

の

五

退
役

退
役
掃
除
役
の
交
替
す
る
子
・
・
午
・
同
の
織
以
外
は
、

ア

i
ヤ
ケ

船
滑
ぎ
儀
礼
に
次
い
で
、
藷
葵
欝
嫌
で
退
役
を
執
り
行
う
。

一
ア
!
ヤ
ク
は
「
窓
役
」
の
殺
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

「
迅
」
す
な
わ
ち
タ
イ
が
殺
る
と
テ
ー
に
な
り
、

J
F
す
な
わ
ち
チ
イ
が
殺
る
と

テ
ィ
ー
に
な
る
の
で
、
テ

i
ヤ
ク
む
は
「
退
役
」
を
当
て
る
の
い
、
と
教
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の

ぶ
し
て
く
れ
た
α

退
役
と
は
、
〈
d
)

の
最
高
位
で
あ
る
タ
ム
ト
ゥ
が
七

O
歳
に

な
る
と
引
退
す
る
儀
礼
で
あ
る
。
持
女
た
ち
は
、
既
に
用
意
さ
れ
て
あ
る

(

a

)

蒲
葵
の
葉
の
神
座
(
シ
キ
ダ
ム
ト
ゥ
)
に
産
る
。

(
b
)

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々

の
臨
席
の
も
と
で
イ
ゼ
に
引
退
の
報
告
を
し
、
直
ち
に
祝
い
の
宴
を
催
す
。

凶
イ
ザ
イ
ホ

i
で
ナ
ン
チ
ュ
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ

イ
ホ
!
小
〉
の
滋
役
ま
で
が
一
鍛
持
た
の
事
壮
期
間
で
あ
り
、
治
一
八
年
か
も
問
。

年
の
長
習
に
械
っ
て
い
る
。
二
神
役
を
務
め
あ
げ
た
線
、
お
と
引
過

の
寂
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
。
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欄品目

J、
王
府
の
神
の
島
の
一
一
般
神
女
組
織
の
再
鋸

島
の
一
一
被
神
女
組
織
の
再
繍
以
上
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
、
回
現
行
の
フ
パ

グ
ワ

ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

l
小
)
で
は
、
シ
マ
(
村
落
共
同
体
)
レ
ベ
ル
の
一
般
神
女
組

織
の
再
編
、
す
な
わ
ち
ナ
ン
チ
ュ
の
帰
除
役
〈
弟
ヤ
ジ
ク
)
へ
の
昇
任
、
同
掃
除
役

タ

(
弟
ヤ
ジ
ク
)
の
兄
ヤ
ジ
ク
〈
シ
ュ
リ
ユ
リ
達
)
へ
の
昇
任
、
タ
ム
ト
ゥ
の
引
退

の
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

王
府
の
神
の
島
の
一
般
神
女
組
織
の
再
編
し
か
し
、
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク

(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
に
お
け
る
「
掃
除
役
の
交
替
式
の
テ
イ
ル
ル
」
の
〈
凸
し
)
「
開

得
大
君
に
準
仕
す
る
ナ
ン
チ
ュ
に
な
り
ま
し
た
い
と
い
う
一
節
か
ら
、
同
「
か
つ

て
の
フ
パ
ワ
ク
」
が
首
里
主
府
の
最
高
神
皮
・
開
得
大
君
に
仕
え
る
ナ
ン
チ
ュ
の

成
一
般
式
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
の
前
身
)
者
も
一
二
年
刻
み
で
併
せ
て
執
り
行
っ
て
い
た
、

と
想
定
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
ナ
ン
チ
ュ
の
成
一
段
式
だ
け
を
三
年
×
四
日

一
二
年
に
一
度
〈
午
議
て
執
り
行
う
洲
イ
ザ
イ
ホ
!
と
し
て
独
立
さ
せ
、
開
得

大
君
に
拳
仕
す
る
ナ
ン
チ
ュ
を
増
員
し
た
、
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
久
高
島
の
一
般
神
女
組
織
は
〈
d
)
王
府
の
神
の
島
の

J

般
神
女
組
織
で
あ
り
、
同
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」
も
、
こ
れ
を
母
船
・
祖
型
に

し
て
生
ま
れ
た
凶
イ
ザ
イ
ホ
!
と
出
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
も
、

こ
の
〈
d
)
王
府
の
神
の
島
の
一
般
神
女
組
繰
の
再
編
を
図
る
祭
り
で
あ
っ
た
と

わ
か
る
。

七

一
日
目
の
午
後
の
次
第

祭
料
の
徴
収
午
後
、
識
の
男
神
人
・
ソ

i
ル
イ
ガ
ナ
シ

i
〈
二
名
)
が
、
ン

ナ
グ
ナ

i
(
一
四
歳
の
少
年
)
二
人
を
供
託
し
て
祭
料
〈
野
菜
と
現
金
少
々
)
を

ビ
ザ
イ

γ
i
イ

左
越
り
(
時
針
細
胞
り
)
し
て
各
戸
か
ら
集
め
る
。
野
菜
は
二
日
日
に
ス
ク
ガ
ラ
ス

と
と
も
に
神
女
た
ち
に
捧
げ
、
現
金
で
そ
の
事
に
供
す
る
魚
〈
塩
サ
パ
)
を
買
っ

て
い
る
。
外
関
側
の
ソ

i
ん
イ
は
外
関
側
の
各
戸
を
鯉
り
、

は
久
尚
概
の
各
〆
を
贈
る
。

ソ
i
ル
イ
が

a

一
日
日
の
祭
料
を
徴
収
す
る
の
は
、
漁
労
に
関
わ
る
こ
と
を
職
撃

に
す
る
男
神
人
・
ソ

i
ル
イ
に
と
っ
て
、

-
H
H
の

(f)
ス
ク
の
大
治
祈
願
が

課
題
で
あ
り
、
こ
の
課
題
の
た
め
に
祈
穎
を
し
て
く
れ
る
神
女
た
ち
に
供
物
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
全
一
戸
か
ら
祭
料
を
徴
収
す
る

の
辻
、
島
の
男
た
ち
の
主
た
る
生
業
が
海
上
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

神
鎮
の
調
理
野
菜
は
、
両
ソ

i
ル
イ
の
妻
が
徳
仁
港
の
潮
水
で
洗
う
。
興
っ

た
魚
(
塩
サ
バ
)
は
弟
ソ
ー
ル
イ
の
家
で
兄
ソ
!
ル
イ
夫
妻
の
立
ち
会
い
の
も
と

に
弟
ソ

i
ル
イ
が
切
る
。

蒲
獲
の
獲
の
接
取
ま
た
、
ソ
!
ル
イ
の
讃
た
ち
が
外
関
山
、
大
型
家
裏
か
ら

タ
ル
マ
↓
ミ
ヰ

{a)
藷
葵
の
葉
を
採
取
す
る
。
と
の
藷
葵
の
葉
は
、
‘
一
日
け
の
樽
真
神
酒
の
桶

の
蓋
と
神
'K
た
ち
の
座
る
神
座
〈
シ
キ
ダ
ム
ト
ウ
)
に
な
る
。

の
ソ

)v 
イ

F

ひハ
υ

八

一
一
日
自
の
準
鏑

二
日
付
の
早
朝
、
掃
除
役
は
外
関
殿
に
集
合
し
、
そ
れ
か

(
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
・
ク
ン
ブ
チ
山
・
ウ
ブ
ン
ヂ
ィ
山
・
御
殿

ウ
プ
ヲ
ト
ゥ

で
担
う

(a)
蒲
葵
の
葉
を
中
外
間
〈
国
号
)
の
頭
、
外
間
山
、
大
皇
家
の

謀
、
ウ
プ
ン
デ
ィ
山
で
刈
り
取
っ
て
各
祭
場
に
撞
く
。
こ
の
〈

a)
蒲
葵
の
葉

は
、
と
の
後
に
統
く
儀
礼
に
お
い
て

(
b
〉
こ
う
イ
カ
ナ
イ
へ
の
戻
り
船
に
見
立

て
ら
れ
、
神
耐
用
(
シ
キ
ダ
ム
ト
ウ
)
と
も
な
る
。

樽
真
神
酒
量
り
同
じ
く
平
朝
、
御
殿
庭
で
ソ
!
ル
イ
に
よ
る
wm動
枠
酔
態
り

が
行
わ
れ
る
。
神
掛
は

A

日
け
の
神
酒
の
徴
収
と
同
じ
く
、
メ

i
ン
シ
ム
組
を
除

く
各
組
を
通
じ
て
全
一
円
か
ら
集
め
ら
れ
る
。

拝
み
神
酒
こ
の
神
酒
の
な
か
か
ら
一
二
殿
内
に
神
髄
が
届
け
ら
れ
る
。

拝
み
神
漏
れ
と
い
う
。

蒲
葵
の
葉
の
採
取

ち
こ
の
け
の
祭
場

こ
れ
を
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、、

そ
の
他
の
神
酒
は
、
午
後
の
宴
に
供
え
ら
れ
る
。

九

一
一
日
間
の
鉛
漕
ぎ
儀
礼

カ
ン
ジ
ャ
ナ
出
で
の
船
溝
、
若
儀
礼
二
日
目
の
朝
、
弟
ヤ
ジ
ク
(
掃
除
役
)
を

除
く
タ
マ
ガ
エ

i
、
す
な
わ
ち
タ
ム
ト
ゥ
・
ウ
ン
サ
ク
・
兄
ヤ
ジ
ク
が
耐
ノ
口
殿

内
に
集
合
し
、
ぞ
れ
か
ら
両
ノ
ロ
と
と
も
立
ま
ず
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
へ
行
く
。
こ
の

祭
場
で
は
外
間
栂
人
(
不
在
の
持
法
久
高
摂
入
)
が
正
装
し
て
待
ち
受
け
て
お

り、

(
a
〉
藷
葵
の
葉
を
ノ
口
以
一
ド
の
挿
女
た
ち
に
手
渡
し
、
自
分
は
〈
ろ
蒲

葵
の
葉
を
神
箆
(
シ
キ
ダ
ム
ト
ゥ
)
に
し
て
正
座
す
る
。
外
関
線
人
が
手
渡
す

(
a
〉
縫
燕
の
葉
は
、

(
b
)
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
が
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
に
一
夜
る
時

に
乗
る
神
々
の
船
を
象
徴
し
て
お
り
、
こ
の
神
々
の
船
を
外
関
根
人
が
詑
立
て
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
外
関
椴
人
を
正
面
に
据
え
、
神
格
の
般
に
二
列

縦
憾
に
な
っ
た
神
女
た
ち
(
外
関
側
の
神
女
と
久
高
側
の
神
女
)
が
隣
向
上
で

ウ
け
ノ
チ
ガ
ミ
ウ

〈
日
午
蒲
葵
の
葉
を
持
っ
て
揺
ら
し
な
が
ち
、
太
披
役
(
外
問
ノ
口
の
院
神
・
鰐

メ
i
ギ

前
田
治
と
も
)
の
打
つ
太
鼓
に
含
わ
せ
て
前
述
の
「
フ
パ
ワ
ク
の
テ
イ
ル
ル
」
を
う

た
う
。
太
鼓
役
の
発
す
る
「
は
い
」
と
い
う
接
け
声
に
よ
っ
て
全
員
が
揺
れ
右
を

し
、
ま
た
う
た
い
続
け
る
。
こ
の
廻
れ
お
の
演
出
も
、

(
b
)
神
々
の
乗
る
鉛
が

航
路
を
大
き
く
外
し
て
難
犠
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
〈
国
2
1

こ
の
祭
り
の
船
漕
ぎ
儀
礼
に
外
間
根
入
が
穆
列
す
る
の
は
、
こ
の
カ
ン
ジ
ャ
ナ

山
だ
け
で
あ
る
。

カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
で
う
た
わ
れ
る
「
ブ
パ
ワ
ク
の
テ
ィ

神
名
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

O
(カ
ン
ジ
ャ
ナ

i
ヌ
)
(
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
の
〉

O
〈
カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ

l
)

。
(
ウ
プ
ン
シ
ミ
ヌ
〉

。
(
フ
パ
ウ
ッ
チ
ユ
)

蒲ス j三 ~ 
葵:習をフT't'

f加淀三銘t那
をのむ

の
日
の
御
掻
名
と

人

外調殿宇

カンジャナ山での船潜ぎ議礼の関

カ

ン

ジ

ャ

ナ

山

太鼓役

O 久治iノ

O 

(
久
高
艇
の
神
女
)

同棋

o 

。。
0
0
0
0
0
0
 

ノ口 0
0 
0 

O 
O 

0

0

0

0

0

 

外

至御殿縫

〈
外
開
側
の
神
女
)

国2

「
大
西
銘
」

の
」
つ
で
、
こ
の
御
識
の
神
木
・
〈
と
報
葵
を
神
名

ウ

プ

ン

シ

ミ

ニ

y
f
コ

て
い
た
。
「
蒲
葵
錠
」
は
別
名
を
「
大
西
銘
の
棋
人
〕

と
も
い
い
、
男
の
神
人
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
神
人
が
一
九
二

O
年
頃
に
白
い
神

衣
裳
を
着
て
祭
り
に
列
席
し
て
い
た
と
い
う
。
久
高
根
入
は
現
在
不
荘
だ
が
、
不

幸
な
亡
く
な
り
点
を
し
た
先
代
の
久
尚
根
入
は
こ
の
「
藷
燕
綻
」
に
就
く
べ
き
だ

っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ク
ン
プ
チ
山
で
の
船
漕
ぎ
儀
礼
次
い
で
、
神
女
た
ち
は
ク
ン
ブ
チ
山
に
移
動

し
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
の
儀
礼
と
同
州
側
、
準
構
し
で
あ
っ
た

(
a
)

藷
葵
の
葉
を
互

い
に
子
に
し
、
「
フ
パ
ワ
ク
の
テ
イ
ル
ル
」
を
う
た
い
な
、
か
ら
神
遊
び
悲
し
、
太

鼓
役
の
発
す
る
ー
は
い
」
と
い
う
掛
け
声
に
よ
っ
て
全
員
が
娼
れ
布
を
す
る
。
太

鼓
を
打
つ
の
は
、
御
家
が
村
搭
内
に
あ
る
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
と
ク
ン
ブ
チ
山
だ
け
で

あ
る
。

104 

は
古
い

と
し
た

ク
ン
ブ
チ
出
で
う
た
わ
れ
る
「
ブ
パ
ワ
ク
の
テ
イ
ル

名
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

。
(
ク
ン
ブ
チ
ヌ
〉

の
お
の
御
議
名
と
持

(
ク
ン
ブ
チ
山
の
〉
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O
〈
カ
パ
シ
ャ
ウ
ッ
チ
ユ
〉
(
芳
し
い
綻
神
を
)

パ
シ
ャ
ウ
ッ
チ
ュ

立
方
綻
」
は
女
神
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
美
人
だ
っ
た
と
い
う
。
ク
ン
ブ
チ
地

ミ
カ
ン
の
一
種
で
、
沖
縄
本
高
で
は
カ

i
ブ
チ
(
皮
厚
が
語
義
)
と
い
う
。
比
嘉

(
一
九
九
一
二

a
、
四
六
八
点
)
に
よ
る
と
、
ク
ン
ブ
チ
山
が
祭
り
で
拝
ま
れ
る
の

は
こ
の
時
だ
け
だ
と
い
う
。

ウ
ブ
ン
デ
ィ
山
で
の
船
漕
ぎ
犠
礼
そ
れ
か
ら
ウ
プ
ン
ヂ
ィ
山
に
行
き
、
今
ま

で
の
犠
礼
と
同
様
、
横
瀦
し
で
あ
っ
た
〈

a)
藷
燕
の
葉
を
互
い
に
手
に
し
て

「
フ
パ
ワ
ク
の
テ
イ
ル
ル
」
を
う
た
い
な
が
ら
神
遊
び
を
す
る
。
こ
の
時
は
廻
れ

お
を
し
な
い
で
、
東
方
を
向
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

(
b
)
神
々
の
乗
る

船
が
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
に
謹
選
し
て
無
事
に
到
着
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

w

つ。
ウ
ブ
ン
デ
ィ
山
で
う
た
わ
れ
る

培
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

O
〈
ウ
プ
ン
J

ア
イ
ヌ
)
(
ウ
プ
ン
ヂ
ィ
出
の
)

、、Ha，
手

ノ

ユ

O
(ミ
リ
リ
チ
ュ

i
〉
〈
水
り
人
を
)

『

リ

チ

ュ

「
水
り
人
」
江
雨
乞
い
の
女
神
で
あ
る
。
一
・
二
年
の
イ
ザ
イ
本
!
で

平'コ

り
人
」
の
神
名
を
授
け
ら
れ
た
ナ
ン
チ
ュ
た
ち
は
、
橋
北
水
を
瀦
た
し
て
持
ち
、

ま
た
他
の
持
女
た
ち
か
ら
水
を
か
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

神
送
り
以
上
、
一
一
訪
日
の
三
つ
の
船
潜
ぎ
儀
礼
は
〈
b
〉
神
送
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
幻
視
さ
れ
て
い
る
世
界
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
外
間
総
入
が
神
女
に

(
三
浦
葵
の
議
す
な
わ
ち

(
b
)
神
々
の
船
の
象
徴
を
手
渡
す
の
は
、
外
問
桜

人
が

(
b
〉
一
民
り
船
を
仕
立
て
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
〈
b
)

こ
う
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
は
こ
の

(
a
〉
藷
葵
の
葉
す
な
わ
ち
〈
b
)
炭
り
船
に
乗

っ
て
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
か
ら
東
方
へ
と
向
か
い
、
途
中
で
何
度
も
大
き
く
航
路
を

外
し
て
難
議
し
な
が
ら
ニ
ラ
イ
カ
ナ

f
に
到
着
し
て
い
る
。

以
上
、
こ
と
の
神
送
り
も
船
潜
ぎ
の
所
作
だ
け
で
表
現
さ
れ
、
そ
こ
で
う
た
わ

れ
る
コ
ノ
パ
ワ
ク
の
テ
ィ
の
主
題
と
重
接
関
わ
っ
て
い
な
い
。

「
ブ
パ
ワ
ク
の
テ
イ
ル
ル
」

の
B
の
郷
巌
名

ま
た
、
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
〉
に
お
け
る
船
漕
ぎ
儀
礼
は
ぬ

と
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
だ
け
を
意
識
し
て
い
る
と
も
わ
か
る
ο

イ
ザ
イ
ホ
!
の
船
漕
ぎ
畿
礼
と
の
比
較
以
上
、
回
現
行
の
ブ
パ
ワ
ケ
(
イ
ザ

イ
ホ
!
小
)
の
一
日
日
と

p

・
日
日
の
鉛
漕
ぎ
儀
礼
は
、
〈
b
)

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の

神
の
神
迎
え
と
神
送
り
で
あ
る
α

こ
の
点
、
川
イ
ザ
イ
ホ

i
に
お
け
る
〈
b
)

ニ

7
リ
ケ
ヤ
!

ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
の
神
迎
え
と
神
送
り
、
と
く
に
二

4

日
日
の
船
漕
ぎ
犠
札
・
綱
の

持
送
り
と
の
比
較
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

神
道
え
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
小
)
と
川
イ
ザ
イ
ホ
!
に
お
い

て

(b)
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
が
船
に
乗
っ
て
島
に
来
訪
し
て
い
る
の
は
、

(4)

王
府
の
神
の
島
の
」
般
神
女
組
織
へ
の
加
入
、
昇
任
、
引
退
を
認
証
す
る
た
め
で

も
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ
!
小
)
で
は

(
b
)

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々

一ノキ

の
・
来
訪
が
、
ア
グ
ル
織
に
お
け
る
船
溝
、
ぎ
の
所
作
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

で
、
凶
イ
ザ
イ
ホ
ー
で
は

(
b
)

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
の
来
訪
が
、
「
柄

ア
リ
ヲ
ヤ
!

の
テ
イ
ル
ル
」
と
「
綱
の
テ
ィ
で
船
に
乗
っ
て
来
る
と
表
現
さ
れ
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て
い
る
。

神
送
り

ま
た
、
出
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

l
小
)
に
お
け
る

一
一
一
ブ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
の
戻
り
は
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
・
ク
ン
ブ
チ
山
・
ウ
プ
ン
デ

ィ
山
で
の
船
講
ぎ
の
所
咋
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の

(
b
)
採
り
船
は
各

御
繊
の
〈

a)
藷
葵
の
葉
で
あ
り
、
そ
の
船
を
仕
立
て
る
の
は
外
間
収
入
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
川
イ
ザ
イ
ホ
!
に
お
け
る

(
b
)
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々

ウ
ド
ウ
、
/
ご
ヤ
?

の
一
戻
り
は
、
御
殿
庇
に
お
け
る
織
の
船
漕
ぎ
の
所
作
と
東
方
の
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
に

綱
を
収
め
る
所
作
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
柄
杓
取
り
の
テ
イ
ル

ヰ
コ
ヱ
オ
オ
ギ
ミ

ん
」
と
ぷ
燃
の
一
ア
ィ
ル
ル
」
で

(
b
)
神
々
が
船
で
首
里
の
間
得
大
君
の
御
殿
に

で
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
持
の
一
民
り
船
は
鱗
〈
稲
鵡
)
で
あ
り
、
そ
の
船

を
仕
立
て
る
の
は
外
間
桜
人
で
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
で
桝
(
船
)
を
詐
っ
て
い
る
。

ニ

う

イ

カ

ナ

イ

へ

の

蕃

地

こ

の
A

.

つ
の
祭
り
に
お
い
て
民
り
船
の
仕

〈

h
)
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立
て
、
出
立
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
を
舞
台
忙
し
て
い
る
。
こ
の
山
の
名
が

「
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
し
で
あ
り
、
そ
の
神
名
が
「
カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ

l
〈
神
加
那
ぶ
す

な
わ
ち
神
様
の
義
)
ウ
プ
ン
シ
ミ
(
大
西
銘
と
い
う
一
兆
一
屈
の
名
)
の
蒲
葵
綻
i

と

あ
る
か
ら
、
こ
の
鱒
識
は

(

a

)

藷
葵
を
挿
木
と
し
、
大
西
銘
か
ら
出
た
挿
入
が

こ
の
御
揺
を
管
理
し
、
こ
こ
が
こ
う
イ
カ
ナ
イ
の
神
加
那
志
と
深
い
縁
を
持
っ
て

い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
が
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
に
通

じ
る
基
地
だ
と
わ
か
る
。

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
・
久
高
島
・
首
膿
五
府
こ
の
よ
う
に
、
川
現
行
の
フ
パ
ワ
ク

(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
〉
と
凶
イ
ザ
イ
ホ

i
に
お
け
る
〈
b
〉
神
々
の
船
の
あ
り
万
培
、

基
本
的
に
法
島
と
東
方
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
を
去
来
し
、
一
民
り
船
を
外
開
制
収
入
が
カ

ン
ジ
ャ
ナ
出
で
仕
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
イ
ザ
イ
ホ
ー
で
は

(
b
〉
神
々
の

船
が
四
五
の
首
盟
主
府
に
も
至
っ
て
、
護
雑
記
し
て
い
る
。

鎖
り
の
寄
描
と
雑
居
と
の
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
と
同
イ

ザ
イ
ホ

i
に
お
け
る

(
b
)
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
の
去
来
の
し
万
の
重
複
と
違

い
は
、
出
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小
〉
と
同
イ
ザ
イ
ホ
!
が
尚
一
性
務

パ
ち
、
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小
〉
が
古
腐
の
mm
り
で
、

Mm
イ
ザ

T
i
が
新
層
の
然
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
一
つ
の
然
り
が
同

つ

て

の

フ

バ

ワ

ク

」

を

母

胎

・

て

い

に
し
て
誕
生
し
た
と
と

ょ
う
。欝

議
の
再
縮
山
間
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
)
の
船
漕
ぎ
議
社

一フキ

仔
わ
れ
る
御
獄
は
、
ア
グ
ル
嵐
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
、
ク
ン
ブ
チ
山
、
ウ
ブ
ン
デ

ィ
出
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
締
識
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
七
御
嶺
(
実
際
は
九
御
巌
)

に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ア
グ
リ
ル
緑
、
カ
ン
ジ
ャ
ナ
山
、
ウ
プ
ン
ヂ
ィ
山
で
あ

り
、
ク
ン
ブ
チ
山
だ
け
が
験
外
さ
れ
て
い
る
。

高
虫
館
氏
は
、
と
の
事
実
を
錦
泌
総
の
再
編
で
理
解
し
た
ら
ど
う
か
、
と
ポ
唆
し

て
く
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
ク
ン
ブ
チ
山
も
島
の
主
裂
な
御
機
と
し
て
数
え

ら
れ
た
時
代
が
あ
り
、
こ
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」

て
い
た
、
と
制
定
で
き
る
。
こ
の
後
に
御
繊
の
再
編
が
あ
っ
て
ク
ン
プ

チ
山
が
む
御
掛
か
ら
除
外
さ
れ
た
も
の
の
、
同
現
行
の
ア
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ

i

小
)
は
既
に
形
成
さ
れ
た
ク
ン
ブ
チ
山
で
の
船
潜
ぎ
犠
礼
を
尊
重
し
て
温
存
し
、

ク
ン
ブ
チ
山
を
祭
場
に
す
る
犠
札
を
今
に
伝
え
て
い
る
、
と
み
る
の
で
あ
る
。

こ
の
凶
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
し
あ
る
い
は
出
現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

タ
キ
マ
i
f

i
小
)
に
対
し
て
、
出
イ
ザ
イ
ホ
ー
で
は
七
御
巌
を
麗
麺
り
し
て
御
願
立
て
を
し

て
い
る
も
の
の
、
こ
の
七
御
撤
の
な
か
に
ケ
ン
ブ
チ
出
が
入
っ
て
い
な
い
。

と
の
点
か
ら
も
、
出
「
か
つ
て
の
フ
パ
ワ
ク
」
あ
る
い
は
同
現
行
の
フ
パ
ワ
ク

〈
イ
ザ
イ
ホ

i
小

〉

が

古

婦

の

照

り

で

、

同

イ

ザ

の

然

り

だ

と

わ

か
る
。

し
か
し
、

靖
縄
御
獄
で
の
新
藤
ウ
プ
ン
デ
ィ
山

め
て
甜
葵
御
掛
で

(
a
〉
蒲
葵
の
葉
の
神
庫
(
シ
キ
ダ
ム
ト
ウ
〉

む。

る
と
、
神
火
た
ち
は
改

に
地
っ
て
拝

102 

そ
の
後
、

っ
て
帰
宅
す
る
。

O 

ス
ク
の
大
漁
祈
願

ス
ク
の
大
激
新
顕
て
什
け
の
川
村
一
、
ノ
日

ウ
ン
サ
ク
・
ヤ
ジ
ク
〉
が
紺
地
に
荷
特
え

こ
こ
で
も
、
た
ち
と
男
神
人
た
ち
は

そ
し
て
、

に
参
集
す
る
。

葉
の
神
階
(
シ
キ
ダ
ム

野
菜
と
ス
ク
ガ
ラ
ス
を

ソ
!
ル
イ
が
六
月
に
ス
ク

れ
の
た
め
に
梅
漬
け
に
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
女

の
同
神
で
ハ
名
〉
が
寄
り
物
の

(
f
)
ス
ク

ト
ゥ
)
に
搾
る
。

盛
り
付
け
、

(a)
蒲
葵
の
葉
の

る
。
こ
の
ス
ク
ガ
ラ
ス
辻
、

漁
を
し
て
と
の

ノ
口

そ
れ
か
ら
、

〈
地
サ
バ
〉

来
訪
神
と
と
も
に
帯
っ
て
来
る
ス
ク

〈h
〉
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
が
島
に
来
訪
す

る
カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ
!
と
同
棟
、

一
一
一
ツ
イ
カ
ナ
イ
か
ら
の



第41号 (2005)弘前学院大学文学部紀要

帯
り
物
〈
ス
ク
や
工
一
ブ
ブ
ウ
ナ
ギ
)
が
神
々
の
後
に
付
い
て
寄
っ
て
来
る
の
で
、

カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ
ー
で
は
ヱ
ラ
ブ
ウ
ナ
ギ
の
大
掛
祈
願
が
な
さ
れ
、
同
現
行
の
ア
パ

ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ
1
小
)
で
は

(
f
〉
ス
ク
の
大
換
祈
願
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
が
島
仁
来
訪
す
る
の

は
、
〈
f
)
大
漁
を
も
た
ら
す
た
め
で
も
あ
る
、
と
い
え
る
。

以
上
で
、
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ
ホ
i
小
)
は
撚
了
す
る
。

結
び同

現
行
の
フ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
と
も
)
の
次

第
(
犠
礼
)
と
そ
こ
で
う
た
わ
れ
る
神
歌
(
テ
イ
ル
ル
〉
を
記
述
し
、
そ
の
策
問

段
界
が
次
の
諸
要
素
・
主
題
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

α

す
な
わ
ち
、
(
三

タ
キ
マ

i
f

ウ

タ

キ

撤
娼
り
〈
錦
巌
巡
梓
)
を
し
て
御
識
の
藷
葵
な
ど
者
補
除
し
、
蒲
葵
の
葉
を
重
用

し、

(
b
〉
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
々
が
船
に
乗
っ
て
来
訪
し
、

(

C

)

年
末
に
一
年

ウ

ガ

ン

シ

リ

っ

と

が

ア

!

ウ

ガ

ン

ブ

ド

ウ

間
の
祈
額
の
結
び
〈
立
て
御
願
が
叶
え
ら
れ
た
と
い
う
感
謝
、
御
願
解
き
)
を

し
、
〈
d
)
首
型
芝
府
の
神
の
島
の
一
般
禅
女
組
織
を
再
編
し
、

(
e
)
神
歌
が
首

盟
主
府
を
志
向
し
、

(f)
ス
ク
の
大
漁
祈
穎
を
し
て
い
る
。

次
い
で
、
同
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
(
イ
ザ
イ
ホ

i
小
〉
以
前
に
同
「
か
つ
て
の
フ

パ
ワ
ク
」
が
あ
り
、
ぞ
れ
が
右
の
諸
要
素
・
主
題
の
他
に
、

(
d
)
に
さ
ら
に
首

キ
コ
ヱ
オ
オ
ギ
ミ

里
王
府
の
最
高
神
女
・
開
得
大
君
に
仕
え
る
ナ
ン
チ
ュ
の
成
墨
式
(
イ
ザ
イ
ホ
!

の
前
常
〉
も
あ
っ
た
と
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

ω
「
か
つ
て
の
ブ
バ
ワ

ク
」
を
母
胎
・
祖
型
《
し
て
、
同
イ
ザ
イ
ホ
!
と
矧
現
行
の
ブ
パ
ワ
ク
〈
イ
ザ
イ

ホ
l
小
)
が
誕
生
し
た
と
と
を
明
ち
か
に
し
た
。

ま
と
め

以
上
、

ま
ず
、

〈
引
用
文
献
・
捗
者
文
献
)

入
開
削
立
夫
・
替
一
見
出
和
行

公
論
新
社
)

て

O
O

『
北
の
平
泉
、
南
の
琉
球
』
〈
中
央

品
曲

篤

「
久
路
島
の
ブ
パ
ワ
ク
の
禁
柑
控
界
」

叫
野
村
純
一
先
生
退
職
記
念
論
文
集
』
白
石
田
書
院
)

一
九
九
三

a

『
神
々
の
原
郷
久
高
島
上
巻
恥
(
第
一
書
房
)

論一
0
0
五日
u

比
嘉

康
雄

一 101


